
分娩第 1期におけるアロママッサージの効果

一初産婦6名経産婦4名に実施して一

l はじめに

近年、アロマセラピーは医療の現場でも有

効な補助療法のーっとして注目され活用され

つつある。その中でも、アロママッサージ(以

下マッサージ、)は嘆覚と触覚を同時に刺激す

る方法で、心身をリラックスさせ、また血液

やりンパの流れを促すのに効果的と報告され

ている 1)。

産科領域において産婦が心身共にリラック

スすること、身体の血行を促進することは、

分娩促進のため重要であるとされている。こ

れらの事から、私達は分娩第 l期の準備期に

ある産婦に対して、この二つを兼ね備えた

マッサージを施行することで最も長い時聞が

かかる分娩第 1期(以下第 I期)を短縮でき

るのではないかと考え、研究そ行った。

H 研究方法

1.期間:平成 15年 8月9日~平成 15年

9月30日

2. 対象:研究期間の全分娩件数 57件中、

正期産の時期にあり研究へ同意が得られた帝

王切開、多胎などを除く初産婦 (32::!::: 5.1歳)

6名・経産婦 (33::!:::2.5歳)4名(以下実験群)

と{表 1)、平成 14年に当科で分娩した実験

群と同条件の初産婦 (28::!::: 4.4歳)69名・経

産婦 (31士4.4歳)60名(以下対照群)を選
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3.研究方法:対象となりうる産婦に研究の

同意を得、マッサージを施行し、その後アン

ケート用紙を配布し入院中に回収した(回収

率 100%)。アンケート内容は図 1に示す。

表1 研究期間中の分娩件数の内訳

分娩件数 57 

帝王切開術 20 (多胎 5 1J~、早産8 例)

多胎 6 (帝王朝関術5例)

早産 16 (帝王切開術8例)

誘発分娩 5 

飛び込み分娩G来受診週数不明

V BAC 

(帝王切開術既往者の経歴分娩)

研究者の不在及び、速い分娩進行 11 

によりマッサージ時現目が対象外と

なった分娩

実験群 10 

(重複があるため合計数は異なる)

マッサージによるリラックスの程度の変化

をできた・ 3点、どちらでもない・ 2点、で

きなかった・ l点、痛みの程度の変化を痛み

の強い順に 5点4点3点2点 l点と点数化し

た。マッサージの施行時期は、第 l期の陣痛

間隔が、 6~7 分毎の時期に分娩監視装置を

はずしている状態の時とした。

マッサージに使用する精油(表 2)は、ク

ラリセージにラベンダーまたはペパーミント
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をブレンドした2種類用意し、好みにて選ん

でもらった。クラリセージには子宮強壮・分

娩促進作用、ラベンダーおよびペパーミント

には沈静作用・鎮痛作用があるとされてい

る。ベースオイルは標準的なスイートアーモ

ンドオイルを使用した。また、精油は身体の

皮膚のど乙からでも吸収して効果を発揮する

ため、手軽に行え、かつ三陰交への刺激を兼

ねる下肢へのマッサージ(軽擦法)を 15分

間施行した。施行者は原則として、研究者及

び他 l名と限定した。

ご出産おめでとうございます圃
アロママッサージを受けられてどのように感じられたか、以下のアンケートにお

笛えください(当てはまる項目lこOをつけてください).
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受けている時 でき疋 どちらでちない できなかった

受けた睡 でき疋 とをうらでちZまい できなかっ1e

④ 7フロママッサージ在費けて

陣痛の痛みはどうでレEか.

費ける前

!何型雪
!⑤電歪雪雪

受け疋後

叩，e 2それよ毘諒雪山
⑤次のお産でちしてほしいと

思いますか. して母u、 どろらでも山 して庖し〈ない

@伺かご軍男、ご感想がありまし疋ら、ご自由にお置きください.

7フロママuザージの研究へのご理瞬、ご協力ありがとうございまレだ.
5階哨研究班

図1 アンケー卜用紙

表2 アロマオイルのブレンド割合

ア口マオイル ①クラリセージ5滴+ラベンダー5滴

(精油) ②7ラリセージ5滴+ペパーミント5滴

(1滴今0.05凶}

ベースオイル スイートアーモンドオイJL-(50mJ)

アロマオイJl-(j)，②をそれぞれベースオイルで 1%に希釈した

ものを 5ml使用する (オイルは「生活の木」製造)

第 l期所要時聞については、助産録より

データを収集し、平均時聞を算出した。

4. 分析方法:実験群と対照群の第 l期平均

所要時聞をウイルコクソンの順位和検定を行

い、アンケートの回答のうち、点数化したも

のに対し、分散分析を行った。

111 結果及び考察

第 l期所要時間の平均は、表 3~こ示すと

おりである。

表3 分娩第1期平均所要時間

実目録詳 文相有群 本邦婦人

(荒木氏による)

初産婦 9時間23分 10時間 13分 10-12時間

(6名) 同名)

経産婦 5時間31分 4時間32分 4-6時間

(4名) (60名)

分娩所要時聞を初産婦・経産婦別に比べて

みると、初産婦の場合、実験群6名の平均は

当科平均及び本邦婦人の平均より短縮されて

いる。しかし、経産婦の場合、実験群4名の

平均は本邦婦人の範囲内ではあるが、当科平

均よりは約 1時間長いという結果であった。

とれらは検定にて、有意差は認められなかっ

た。原因として、実験群 10例と対照群と比

べはるかに少ないことが影響していると思わ

れる。大学病院という特殊性から、当科での

分娩は異常分娩か分娩監視装置持続装着の

必要な産婦が多く、対象から除外されること

が多かった。また第 l期を左右する因子は、

産婦の身長・体重増加・年齢など種々あるが、

それらについて検証にいたっておらず、第 l

期の短縮について判定ができなかった。今後

更にデータを収集し検討が必要であると考え

る。
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次にアンケートの結果を、図 2"'6に示す。
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図2 マッサージによるリラックスの程度の変化
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図3 マッサージによる痛みの程度の変化

図4 アロママッサージを受けて気持ちよかったですか

図5 アロマオイルの香りはどうでしたか

98 

n=10 

図6 次のお産でもしてほしいと思いますか

分析の結果、リラックスの得点は実施中・

後が前よりも有意に高値を示し、痛みは前

よりも実施中・後が有意に低値を示した。 (p

< 0.01)。マッサージによる陣痛の緩和とリ

ラックスの効果があったと言える。マッサー

ジを受けて気持ちよかったか・香りはどう

だったか・次のお産でもしてほしいと思うか

の問いに、ほほ、全員が気持ちよかった・いい

かおりだった・してほしいと答えていた。

今回の結果では、アロママッサージによる

第 l期が短縮できるという効果は判定でき

なかった。しかし、「マッサージ後も香りが

良く残香でリラックスできたJIアロママッ

サージで気がまぎれほっとする瞬間があっ

た」などの自由意見{表 4)も聞かれ、リラッ

クス効果・癒しの効果があったと考える。

日野原は 2) I手のひらから患者さんのから

だの声を聴き眼差しゃ接する姿勢で乙ちらの

表4 7'ンケート結漂(自由意見)

O アロママッサ シ;(1)時1:本当にリラックスできうれしかったです

O このような細やかな配慮を していただけると患っていなかったので犬萱酪置しました。

初産だったので緊曜の軍艦でしたが、ー瞬でもリラックスできてとても良かったです。

O足の=底的マッサ ジ1:気持ちよかった。でも陣痛がきた時は足より腰をマッサージしては

しいからアロママッサ ジはう~ん?びみような串じ

O た師岡田痛みと酷うより、アロママッサーシT買がまぎれ、ホッとする瞬間があるのは

とても良いと思います。これからも融けていって、たくさんの妊輔さんをホッとさせてあ

げて〈ださい

O 苦しい時にアロママッサージによってリラックスできる点も良いが(マッサ ジ1:)睡か

の血くもり111云わるという茸b感もあってよいと思う。

O 陣痛の問、その痛みに集中してよけいに痛L串じがするが、アロママッサージで襖覚と触

賞'f;f':刺草されて意識が骨散され痛みがやわらぐ買がしました.ァロマオイルはミントでし

たが、かんきつ系のサッパリしたものも良いのではないでしょ うか

0 7'ロママッサージを畳けてすごく良かった(幸せでした)。出産への不安と陣痛があった

が、マッサ-Vl換やわらいだ。マッサ ジ後も香りが良く、残り香でリラックスできた。

今後もぜひ輯けてほしいです。
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思いを伝える。ことば、は言うに及ばず五感を

フルに使う。これが医療者に求められるコ

ミュニケーシヨンだ、と思っています。(中略)

医療の原点はこの「手当て」にあります」と

言っている。アロママッサージはこれに通じ

るものがあり、今回の第 l期の大変な時期

にある産婦に対しとのような点で、の効果も大

きかったと思われる。

香りは曙好性が強く、同じ香りで、も人によ

り感じ方が異なり妊産婦には使用できないも

のがあるため、考慮し個々の状況に応じ選択

することが必要である。

今回の研究結果で、マッサージを産婦が望

んでいる事が明らかになり、病棟スタッフに

とっても今まで、以上に看護ケアのひとつとし

て確立させていく動機付けになったので は

ないかと思われる。今後もこの研究を参考に

し病棟におけるマッサージの方法・部位そ再

考し、活かしていきたい。
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